HEARERADHARE
MEHBERNZEFAL-HBFTOERR UV AIE]

ICTZERLEZEICEHT KRR

BHANE. EBEALFX. 8BS 5. e+, OBHMEA, ARETF

2022.3.27 FEREWER MEPMABEERUVERS



[ICTZ B UEEE(CH I dRFT =

EBENE. ABELEX. SRS5. B+, mEFHE, mimnEs
(a#nBg. S50EA)
202159 (CRFA=ZILE LIS
- BIHEmORIAT
- FEABTORE . RUOBMHEFEDOE
—>S&. BT FX MOER




[ICT= &R

LI=3E DA & 53k

- 7 L i
TFEXBMENT ()
B5¥|, 128R—>>ZFETFEL. FEEOEICEICIEZ. BR. Z|mEIZFONR—(IEIBEL TLVSB,
RH. BEXRICIIEXREE+SEX @ Z1IpAND,

ZE94 b " ks a7AY)*a
RGNS B4 bIL ¥—7—F 5 4 v ORS
1.1 BHHES L HBENIE
#R1b 5 5 .
1& 2 HEWBFROZEL, FRHRUEIDIFE. #HL
8 OIEHL 1.2 %g"”ﬁﬁ“%"’ WIS, HEAOSE (KXEDXD | (1)-1)
10p 13 ICTEROER s =0 F
VA
BIERAGEHADESL, FHIEFRAICHIT
28 2.1 BHTHEEHDER |PEBLMUED . BHEFRAEHOAZR. |(3)-1)
FEHFRGEHANDE | 2.2 BHTHEHOAZT | FHEFERMREICIS U =K. FEHEETEY L B K.
FX, 2.3 BEDICTEEANE |GIGARZ—-ILTEPLNZITLY FDiE|(3)-3)
18p Mk YR, NHWAZENEE, 759 FTo

SEA. 77 BN EE




E914 ML o
I R W94 I f——F ?;’Z’a’)fr;
A7 HY ¥ DS 7 A
3E 3.0 ICT2MRMIER | —B5E. BIRARTY. BEAEEU.
ICT%23ER L =% L2 BIEE HRORD SNBEWEREHOBMBBL, | )
MBS 88 E (3.2 ICTEMRMNISER|A>51 2 EEMALEZVOTHA >,
18p L 7=$E s 54 ERREL 2B v i85 280 — kit
418 1] BBES-S0iEBY [ REF—JORE. BE>— IORE, &
HEF— 9 %5 SEFEADER | BB IEEAOER. KB ICLELRIESR
L 7= 3% 42 BEEBLF2 ) |Fa )51, BREF2YFoKYy—|(2)2)
10p FANEEN D 1€ Rk
51 BEZAEACLT BRESIBBOELE. BRESLKE
5& DIERES L YHEEHRE. BHRESIALBBELTFIIINL -
REroms |02 WHESAHELS VT4 XYYy Y THE, KEOLHOL
REREIILAH DLBELMBYiEE BEhml. BERESLKGLO0EHES | (3)2)
18p 5.3 BHMETHOERE | B, N2 - 2K - BEZHICHIT S
SILEE M E G v $5iE




BE94 ML

s \ aA7AY) Fa
R=I¥ G 1% *—7—F _
27 HY ¥ DRE 7 5 L DX
6% FRIERBAICE T3 RNIBHBENEE,
ICT2ER L% | 6.1 ERADESR A LFBLEORBITKLAICTOER, | 1) o)
NZBEHNE 6.2 FRAICEITS2BES | ZFEBEZREICETIFNZBEHENER.
10p RAFE ELoREEICISCEICTOER
FROBRE. REXBVRATLOKEE. &
= A7 X BTS2 nHAE RBEHOREL. HieH
7% 1 MERRBIEYAT pmams 27 008N - EA, ICTRE| ) )
BIBEDEBRICY | 5 e poemy | BFMBAHOER, AFCLREEMUE)
ICTRIBEDEH ",, ’ Mroidg, ZiEWebH 1 FZEnEMA.
18 7.3 ShERHRR £ DiRiE GIGAR 7 — LR, ICTE#HDIRR (1)-3)
P 7.4 ICTRBEDEH i Ay
ICT;EARICETTHZEE - KA - B EHHE,
ZFROICTEMRD KR
8.1 Bg-A>5414 > #HF iil‘%#i’é‘@?éﬁﬁ! YEM. A SAVHED
g DFELE L 158 PHEFHE. TVIWeb) &8 R T L NiE
EE - 4S54 | S2 TV(Web)&&>Y R 7 "*E TVIWeb)8#B Y RATLNFERLEE
i LEFIALEA >S4 | A, Google Works . Office36504%|(2)-3)

11p

VB
8.3 799 FH—ERX%F
AULEA>S4 B

ﬁ\77¢b# EXANERALBEE. F
RTHAINTWEIEZRIXBEVRT L

(LMS)




PFEREITAHA) 25 L60I8%K

BB 555 LA KE BT 3 ERRUHE (R

BRBERIEEA LAME AT 3ERRUFETIE, BRAERN & R
B LAY BIRECRBORENEY SRVRERVERICEREALS (BHRT
SLEED, ) £ERT 57 ODEEICHT 2 Kut0% il - AT B

%o

KRBT

(1) FRABACHRNTOFANER L ER

—REEE REABERITENROISEA L A FBRECRBOHENEY FISOWTEREY
%o
HENBTROZMRXIELRMNORERLE T A, ENRELZV LRENRZVORRR,
FEAF: 1) EAE - EOTRERVFVORBICAITAREFXEOLBEL Y, RRAGRTOFRANE

HRrEYHEHELTWVWS,

2) BANORIBE*SBEYTIRERVEFICHT IIEHRBERTOEFANOERFAICYUEST
NDHEEL*HBELTWS,

3) ICTXIEBER L DINERAMRKZENIIEIEA L DEEDNEY B, ZRICEITBICTIRIED

BEOEYACERLTWS,



Sheet1

		教職課程コアカリキュラム対応表 キョウショク カテイ タイオウ ヒョウ

		情報通信技術を活用した教育に関する理論及び方法(仮称)																																																教職課程　ICT活用教育検討会 キョウショクカテイ カツヨウ キョウイク ケントウカイ

																								情報通信技術を活用した教育に関する理論及び方法(仮称)				項目 コウモク		（１）						（２）								（３）

		全体目標： ゼンタイ モクヒョウ				情報通信技術を活用した教育に関する理論及び方法では、情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方及び児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための指導法に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。																						到達目標／授業回 トウタツ モクヒョウ ジュギョウ カイ		１）		２）		３）		１）		２）		３）		４）		１）		２）		３）		シラバス内容（概要） ナイヨウ ガイヨウ

																								授業科目名及び授業回（シラバスのページ番号） ジュギョウ カモク メイ オヨ ジュギョウ カイ バンゴウ		ICT活用教育（仮） カツヨウ キョウイク カリ		1		◎																				ガイダンス、学習支援システムの利用、
教育の情報化(１章） ガクシュウ シエン リヨウ キョウイク ジョウホウ カ ショウ

		（１）情報通信技術の活用の意義と理論 ジョウホウ ツウシン ギジュツ カツヨウ イギ リロン

		一般目標： イッパン モクヒョウ				情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方について理解する。																						2																◎				◎		情報活用能力の育成(2章）
児童のICT活用の指導法（2章） ショウ ショウ



		到達目標： トウタツ モクヒョウ		１）		社会的背景の変化や急速な技術の発展も踏まえ、個別最適な学びと協働的な学びの実現や、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の必要性など、情報通信技術の活用の意義と在り方を理解している。																						3								◎														ICTを活用した教材開発と指導法(3章） カツヨウ キョウザイ カイハツ シドウ ホウ

				２）		特別の支援を必要とする児童及び生徒に対する情報通信技術の活用の意義と活用に当たっての留意点を理解している。

				３）		ICT支援員などの外部人材や大学等の外部機関との連携の在り方、学校におけるICT環境の整備の在り方を理解している。																						4										◎												教育データを活用した評価(4章）

		（２）情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進 ジョウホウ ツウシン ギジュツ コウカ テキ カツヨウ ガクシュウ シドウ コウム スイシン

		一般目標： イッパン モクヒョウ				情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方について理解する。																						5				◎														◎				情報モラル教育(5章）
ICTを活用した特別支援教育(6章） カツヨウ トクベツシエンキョウイク ショウ



		到達目標： トウタツ モクヒョウ		１）		育成を目指す資質・能力や学習場面に応じた情報通信技術を効果的に活用した指導事例（デジタル教材の作成・利用を含む。）を理解し、基礎的な指導法を身に付けている。																						6						◎								◎								校務の情報化とＩＣＴ環境の整備(7章） カンキョウ セイビ ショウ

				２）		学習履歴（スタディ・ログ）など教育データを活用して指導や学習評価に活用することや教育情報セキュリティの重要性について理解している。

				３）		遠隔・オンライン教育の意義や関連するシステムの使用法を理解している。																						7												◎										遠隔・オンライン教育(8章） エンカク キョウイク ショウ

				４）		統合型校務支援システムを含む情報通信技術を効果的に活用した校務の推進について理解している。																				（P　　-　　）

		（３）児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための指導法																										8																						まとめ，0..5回 カイ

		一般目標： イッパン モクヒョウ				児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための基礎的な指導法を身に付ける。																		◎		←到達目標に係る授業を単独の授業回で行う場合 トウタツ モクヒョウ カカ ジュギョウ タンドク ジュギョウカイ オコナ バアイ

																								○		←到達目標に係る授業を複数の授業回にわたって トウタツ モクヒョウ カカ ジュギョウ フクスウ ジュギョウカイ

		到達目標： トウタツ モクヒョウ		１）		教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間（以下「各教科等」という。）において、横断的に育成する情報活用能力（情報モラルを含む。）について、その内容を理解している。																				全体的に行う場合

				２）		情報活用能力（情報モラルを含む。）について、各教科等の特性に応じた指導事例を理解し、基礎的な指導法を身に付けている。

				３）		児童に情報通信機器の基本的な操作を身に付けさせるための指導法を身に付けている。

						※小学校教諭
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